
上祈僑
、

^、::ユ叱.「:帆:^4!'一鬼:.:ニ::つtこ二:郵t:::》帖^;"C:軸^賦グ'ニ^"'"『^、「一^^C';ニ'一帥、帖:ニ#】1ι二::ニ.!::;:::"::::;;1.:::::::':;;ご:ニ:1.:::;:::ι:二噐::E::.,.:,ι;:帥.::〔;;ニ::叫;U-1、ニ.ψ,式叫一11、.'二頁:ニ=;M^^

繊維表の基礎知識
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1.まえ.ξき

山登りは文明人の衍為である。とば有名な言実であ

るが,文畷を利用して満足できる万為であるかは疑h

しい。科学JJ装伽是完傭して未登の頂に挑どこ言うよ

うなノほしい登山でおっても゛ともずれぱ心の中でぼ

文明に逆らって原始釣な何かを隶め,それが純粋の精

神であろという気負いがある。

かつて,生理学始が・,登山朽は 25000ブイートで死

に剣ると街し九にもかかわらず,酸素なしで工ベレ

ストの頂上を嚇ち取れると確驫'をもって表明した時代

があった。その理由は,靴やごツケルのような補幼具

は並山技術上の遒具であるが,酸素は人問の活力を維

キキナる為D薬のようなものであるから,これを避ける

のが純枠であるという信念によるものであった。しか

し呪在では,人問が酸素なしで頂上1こ達し得たとして

も,脳っ細胞に永久的な傷害を受けるという主張が確

信されるようになって,生理学老に逆らう勇ましい馬

鹿者は影をひそめてしまうた。

酸素ほど深刻な問題ではないが,衣料やテソトやザ

イルについても,その最新の装備の研究が,山を登る

しの重荷になるというような考えはやがて失なわれる

であろう。

緩山はス米ーツであるとしても,他のスポーツと本

質的に異る重太なーつの聾素を持っている。それは登

山樺は,レール右'ないという事である。マナーを論じ批

評し.,頂を病ち侮て朕利を誇石のはいかにもス航ーツ

と似てレ.、る力又結局像山は自鷺と人問の対決であ・うて

人笥上人眼0競技でばない。俊然はモれに挑み戝れ臭

斗志も体力も,時巴して意哉きえ失って働,んたN陽に

何のためらいもなく嵐どなって魚、,落石ば死偉'化切

り裂き,やがて太陽加朝るように優小い鬼を投ずかげ

て肉体を腐らぜる。窒山痩を見守る判もFタタース

トヅプもなし、。山ば偉大な"標であ石巴いうが,1」.L鐙

りは始めから蒐をかけた自然凸人卿乃斗いなのでおる

そのエネ心¥ーからえて圧庭弥に慮然ガt有刑である

から,人笥が蔽れ石のは竺り航である.四のへ、デラソ

は遭難し塚い.なEと姦うの俄虐機である。幸運な太

をペテラソというだげの喫であろ。ここでぱ全くの素
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人が,装備の改良に関心を持うて,一通りの繊維装備

の知哉を身につけたいと望んだ時に役立つ事を記す事

にしたい。所詮,山登りは遊びであるから,身の安全

を考えるのが賢明である。たとえ生命をかけて登ると

しても,つまらぬ危険はなるべく避けた方がよい。

2.高所の自然条件と装備

人問は衣服と住宅にようて自然に対してぃる。試み

に,今夜でも裸で戸外に寝てみればその事がよく判る

衣服と住宅は,共に造型と機能の二つの面を持うてい

て,学問的に頚似しているのも人問の生活に同じ役目

を持っているからであろう。ところでこれらは,分子

論的にほとんど高分子にようて桜成されている。高分

子とは,ほぼ分子量一万以上の巨大な分子で,衣服や

建築の素材として必要な強さや適当な伸長性,弾力な

どは,結局この高分子の特性なのである。

ところで,ヒマラヤは氷雪Φ世界である。見はるか

す全ては低分子の世界である。衣服や住宅の素材は得

られるべくもない。結局,人問がそこに登るためには

平地から装備のすべてを持うて行かなくてはならない

丈夫で軽くて,小さくたためて,しかも機能が大きく

更に造型美を備えた装備は,ヒマラヤのような高所の

自然と対決するための基本的な条件であろ。

3.軽い装

登山は重力に逆らう行為であるから,装備は(食樹

なども含めて)軽量であることが望ましい。1936年,

フラソスのヒドソビーク鰍は, 14トソの荷物と 800人

の"ーターをもってして目的を達し裾なかった。この

灰古は後に1950年のフソナプルナ遠征に当って,軽快

で隙動性のある事を考慮し, 4.5 トソの荷物をもって

目蜘を途した。この隊は「ナイロソ遠征隊」とも呼ば

れたように,ナイロソを大いに活用して注目された。

翻54乍のイタリーのK.際は国家的援助をパツクにし

で質トソの荷物をもった。1956革,日本のマナスル

は釦トソであうたが, 1958革の京大チ,ゴリザ隊は

臣舌トソ,さらに1960半,京大ノシャツク隊は 1トソ

どいう軽量隊であった。運搬に要するポーターの人数

その食泓を芳えると,軽量化が登頂の可能性に重L
q.,

要な役別を果す事は明らかである。
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」.道中の日数をd,疑山川裴俳jの爪批をW,末

.・1人の負荷をW,その 1人 1日当り食札1の埀量

,.人敢を X とすると,

W
X^^^

W-y・d

d =40日, W =14 トヒドソピークの場合,

y =0.5kgとすると,キ.うたが,仮にW=40kg,

140Ⅸ X =700人X

40 - 0. 5 × 40

Cの計算で,若し費用の都合で 100人のポー.、1 0

を削いるとすれば,

W =10C (40 -0. 5 × 40)

2 トソ

町浸しなけれぱならないわけである。さらに商所に

(は,ほぼ1人の負荷は20kgぐらいになるから,軽

ヒによって著しく日数を短縮じ,成功の可携性を増

る堺は明らかである。

」標とする山の性格によって装伽や器材の程度を異

し, K王山の斐領がよくなり,無駄力{なくなった4工も

るが,結局,荷物の軽最化はつーつの裴佛の軽倣

によるところが大きい。例えばテソトをとってみて

,ウィソパーカ1マッターホルソの峯頂のために, 18

午工夫改良した自慢の軽量テソト23ポソドであった

かしフラソス,フソナプルナ隊のテソトは高所朋1

,ト(ナイ戸ソ 2 人Ⅱ1テソト 1,スリービソグバツ

2 ,エフマット 2 ,フルコールコソ 0 1,食器 11前

)で10kgで,はとんど同じ重鼠である。京人チ,ゴ

ザ隊のテソトは 4kgである。衣服についても,フラ

ス,ーカルー隊の防1瓔服は一式 80ogであり,これ

-1,;まで耐えられるとπう。まナこ,イ式'りス,

レスト陬のそれは,靴共で7.65kgである。京人チ^ノ,、

"ゴリザ隊は防寒服一式2.5kg,靴2.5k又,会'15.okg

であった。今後もこの力面の路途は瑚待されろ。

ただ軽燈は,所朋軽装ではない。完全装備の改良に

よる重址の軽赦であろ小は嵩うまでもない。

3.酸素の不足

酸素は人,珂の生命の雜持に基本的な役割を巣してい

る。一般に人体は地表面で生活するのに適した也埋的

複能を持ってぃるから,高所の酸梁不足によって深刻

な影を受ける。装備もそれに対して者應されなくて

はならない。酸素補給器を用いる場合の防風衣や防寒

衣のデザイソも,低地のそれと異らねばならない。

高度の一般的な影響については多くの記述があるが

これを要約すると,人間が活動能力を靴持できる高度

はほぽ360omで,人閻が永く生活できろ最高限度は,

5250mであると言う。さらに登山者の肉体の裳弱,食

欲波退,精力不足の著しくなるのは630omで,逢山村

動の限度は69Qomである。これ以上では衰弱が急激に

深刻になり, 780om以上に登る事は,極めて少融のす

ぐれた人が一遠征中に一回行いうる程度のもので,
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このように肺胞内ではガス交換が起っているから,

例えば外気巾の酸素分圧 PO.=152ミリ窒素分圧PNコ

「608ミリ(介"・760ミリ)に対して,筋胞内 PO.=

100 ミリ, PNJ =573 ミリ, PCO」=40 ミリ, PH.0=

ιフミリ(合,1760ミリ)のようになっていろ。空気中

のPO.は0.の含打量に比例する。(仮に21%とする

と, 760 ミリ X O.21=160 ミリとなろ。)高度の上昇に

より空気の圧力が低下すろ巴.このPO」も低下する。

そ.九に伴って肺胞内PO.ち低下し,生体に供給される

0"ω量が゛戈少ナる。

人、問は普通地表で,証分16回極唾の換気を行い,毎

仮にこのような譲諭を無視して,酸素の補給なしに

.超人的な精神力によって工ペレストの高度に達しえ

.ことしても,例えば外科医が頭に・行く血を止Υ

5 今位で脳神経細胞が枯死し,脳波がフラ"トに、'る

の川似は長柳を婆するとされてぃろ。ところで,ここ

で見逃してならないのは,「多幸症」の問題である。

第二次大戦中にイギリスのパイロットが, 50oomの高

度で敵機に遭遇し,機銃をあびせてくる敵のパイロッ

トに挨拶を送った例があるという。同じような例は低

圧室の実験でも,古く気球による上昇中にも経験され

ている。もちろん,飛行機による場合と登山とは高度

順化の効果が著し異り,比皎にならないが,登山でも

このような症状力打oooml、1'近で多く体験されているよ

うに思、われる'これは低酸素症の一種で,感情の激し

い変化,道徳的に禁じられていろような事が取除かれ

つじっまの合わぬ事をくり返す。なんの理由もなく笶

い出したり,大声で唱ったり,気分が素晴しいと叫ん

だりするのはその典型的な症状である。このような高

度で仲問を危険から救わねばならない状況が発生し九

時に,重大な問題となるおそれがある。宇宙船内の酸

巣分庄を低下させる事は,このような理由で危険であ

ると主張してぃる学占がいる。しかし,ヒぐラヤ疑山

門力{,その光卸に満ちた体験を語るのをも多*症に削

するのは,早訂'かもしれない。

ところで,酸素袖給器をΠ1いればどこまでも登り得

ると思、つてぃる人がある。人問が地表から高所にも九

らされた時,酸素不足の影響は肪に直接に現れる。肺

の中では柿胞を満たしている空気と肺の組織を洗って

いるlm液との按触によって,酸楽は1肺胞から」Ⅲ被小に

拡赦して赤血球の小のへモグロビソと粘合し,・方静

脈の血液からC0幼ゞ川1の空気中に放1."されている。地

表に於てこのような酸素の拡散が一定方向に打なわれ

るのは,肺胞の空気における酸素分ル(110ミリH幻

が,Ⅲ{液中の融素分圧(60ミリH幻より高く,まナこ

血液中のCO.の分圧(4フミリHg)が,肺胞空気中の
CO.の分圧(40ミリHg)より大きいという理由によ

ろ。払散は分圧の差によって行なわれているわけであ
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